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Ⅱ．支援のプロセス















ていく必要性を感じた。A にとっても Th との接し方を試行錯誤していたように思われる。
　＃３（R）　A は Th に近付いてきて，身長や年齢を尋ねてきた。それらの質問に対し，Th
が答えていると，卑猥な質問をしてくるようになった。クラスの男子はその質問を聞いてにや
にや笑っている。この手の質問に対してはあまり乗らず，＜今話す話題じゃないねぇ＞と答え





















　＃６（P）　A は Th の髪の毛をくしゃくしゃにしたり，「うんちみたい」と Th の髪の毛で
遊ぶ。Th は馬鹿にされたような気持ちになる。Th の髪を輪ゴムで括ろうとするが嫌だった













Th に「ORANGE RANGE のロコローション歌える？」とか「nobody knows ＋のココロオド
ル歌って？」などと要求してくる。＜残念やけど今は歌を唄う時間じゃないから歌えんなぁ。
休み時間とかなら話は別やけど＞給食を準備している時「歌うたってや〜」と言ってきたの
で，Th は A からリクエストされた歌を歌詞の分かる部分だけ歌った。すると A は次々と歌
をリクエストしてきた。「♪おとなのかいだんの〜ぼる〜，の先は？」と尋ねてきて＜♪きみ
はまだ〜シンデレラさ〜，やろ？＞と，A のリクエストに応えたりしているうちに，自分の席




　＃９（S）　休み時間になり，A は Th とすれ違いざまに Th の股間を叩いてくる。Th がそ
れを防ぐと，なおも執拗に叩こうとする。＜なんでそんなに叩きたいん？＞と Th が聞くと，
A の動きがぴたっと止まり，考え込む。「…反応が面白いから…うん，やったときの反応が





















　＃（P）　A は Th の髪を触り，髪を抜こうとする。Th は＜あかんって。上のほうの髪は。
まだ頭の下のほうやったら許せるけど＞と言うと本当に下のほうだけ抜き続ける。Th として
は辛かったが，A は本当に楽しそうだったので＜ A は楽しいねんなぁ＞と言う。A はにこに
こしながら「うん」と返す。
　＃2（Q）　朝，職員室に置いてあった月曜担当 Th の名札に，A に抜かれたであろう髪の
毛が大量に入っていた。Th も二の舞になるのかと思い，教室へ向かう足取りが重くなる。教


















　Th に代表される “おとな”という存在に対する A なりの見極めは，本事例終結まで一貫し
て行われ続けるのであるが，とりあえず各 Th が自分に対して，少なくとも危害を加える存在
ではないとすぐに把握した A は，行為をエスカレートさせる。衝動性が亢進し，Th を殴り
つける，Th の髪の毛を引き抜くなどの行為も出現し始める。それと同時に，なんとかして各
Th の弱みを握り，優位に立とうとする傾向が窺えた。
 第Ⅱ期（＃13 〜＃21）：キレた A とおんぶ
　＃（R）校外学習の日で，朝から大雪。Ａは雪の積もった校庭を，雪球を投げながら走り
回っていた。見学場所への移動中，Th のところにやって来て，「疲れた。しんどい」と言いな
がら，雪玉を投げ過ぎてびしょ濡れになった手袋を Th の顔に押し付け，突然 Th の背中に飛
び乗ってきて，そのままおんぶの体勢になった。「肺が痛い。歩けんわ」＜服から煙草のニオ
イがするけど，まだ吸ってるの？＞「バレた？なかなか止められへん」＜まぁ，体にいいもん



































りこむ。思わず Th がため息をついた時に，A の顔を見るとイキイキした表情をしていること
に気づく。＜ええ顔してるなぁ。おれ，ほんまに１週間悩んでてほんまに来たくない，A に会
いたくないって思ってたけど，そういう A の顔見れてよかった＞と話した。そうすると「嫌
やのに来たんやからこれあげるわ」と A は0円玉を Th に差し出す。Th はびっくりしたが，
＜ありがとう。0円は受け取られへんから，気持ちだけ受け取っておくわ＞と伝える。それ
でも A は0円玉を差し出してくるので，＜じゃあ，もらうことはでけへんけど，預かってお






























　＃20（R）　給食の準備をしていると，A は何度も Th のところにやって来て，Th のお盆の
上にチーズがあるかどうかを確かめる。「絶対に食べろや〜！」＜安心して。もう覚悟決めた
から，ちゃんと食べるよ＞ Th がパンにチーズを挟んで食べているのを見ると，「何や，つま













と一緒やん」と主張。Th が A の机の横を通った時「85点」とアピールするかのように独り言。











　これと平行して，A は Th に頻繁に求めてくるようになる。暴力行為とおんぶという相反す




 第Ⅲ期（＃22 〜＃30）：ムカつく !!





まう。職員室で A は教務の先生と何やら話をしている。どうやら，A の持ってきた封筒には，
制服以外の物（カバン等）の代金しか入っておらず，制服が購入できなかった模様。母親によ
ると，制服は後日購入するのだという。先生が今日は制服を購入できないということを説明す






　＃2（R）　A は Th を誘い，廊下に出る。しばらく話をしていると，突然暴力を振るってき
た。＜どうしたん？いきなり？＞「別に。何となく」と股間を触ろうとしてきたり，足を踏み























ている。非常に静かな時間を過ごす。「なぁ，明日は誰が来るん？」突然 A が口を開く。A は




が，あまり相手にされていない。＜大丈夫？＞と Th が思わず声をかけるが，A は何も言わず，
友達に向かって痛さを訴え続ける。
　床に落ちている本を拾い，＜これ置いとくしな＞と話しかけてみると「お前ムカつくん
じゃ !!」と Th に悪態をつく。しかし，A は机に座り，しばらくその本を読んでいた（Th に
とっては意外である）。その後，A は女子に混ざってじゃんけんやデコピンを始める。そこに





押していく。Th が止めに入ろうとした瞬間，そのクラスメートが膝蹴りを A に食らわせる。
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その瞬間かっとなった A が反射的にそのクラスメートの顔を殴りつける。すかさず Th が間
に割って入ると，怒りを孕んだ鋭い目つきで Th を睨みつける。＜先に殴られたから，腹が
立ってんな？＞と A に言うと，A の瞳から憎悪の色がすっと消え，「ああ」と応じて大人しく
なる。しかし，相手のクラスメートの気は収まらない様子で，なおも A に掴み掛かろうとす
る。A もそれに応じる形で，再び取っ組み合いになる。そこに担任の先生が姿を見せ，A に
詰め寄る。その姿勢はまるで A が全て悪いと決めつけているよう。A は自分の言い分が全く
聞いてもらえないので，激しく反発する。
　教室に戻ると，腹立たしさを Th に訴える。「何なん !? あのハゲ！ムカつく…！」＜確かに
あの言い方はないなぁ＞「ホンマに…！」＜ A なりに言い分があったのにな＞「ああ」A は
憎しみを込めて何回か Th を殴りつけてから離れていく。
　＃28（T）　昼食の時間，給食当番だった A は，おかずを Th の机にもごく自然に置いてく





















　徐々に Th と A が二人きりで過ごす時間が増えてきた。クラスメートをはじめとする第三







ようになり始め，様々なことに対し「ムカつく」と表現するようになった。各 Th に対する A
なりの意味づけが明確にできるようになり，A が各 Th を上手に利用できるようになったのも
この時期である。
 第Ⅳ期（＃31 〜＃38）：ほっといたらいいやん 
　＃（R）　卒業式の練習の合間に A は Th のところへやって来た。「その名札貸してや」
Th が名札を渡すと A は，それをいきなり２ F の観覧席へ投げてしまった。＜ちょ，ちょっ





いがした。練習を終えると A は再び Th の背中に乗ってきたので，そのまま教室まで移動し
た。
　＃2（S）　授業中，先生に何度も注意された A は教室を飛び出す。Th もその後に続く。A




うな気がする。「明日誰来るの？」また金曜担当 Th について尋ねてくる。＜明日は，T さん
やって＞「ふーん…」＜いや，もう何回も来てるし，知ってるやろ？＞「R がいい。R にして」 







　＃（P）　「あ，ちょっとそこおって」と A は Th と距離をとり，助走をつけて飛び膝蹴り
を浴びせてくる。それに応じる Th は身体的には苦痛だったが，その半面，不思議と楽しい
という気持ちもあった。A は自分が指定した場所に的確に蹴りを入れていたが，狙いが外れ，
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なくやで…。そろそろ教室に戻ろか」と Th の背中に乗ってくる。A は言葉にならない感情や
衝動を，暴力や性的な話題でしか表すことができず，そういった行為でしか安定を図れない A
を思うと切なくなった。
　＃7（S）　各曜日担当 Th とスーパーヴァイザーとで話し合い，現在の A の状態を知るた
めにも，また中学校に進学する A のためにも（中学校スクールカウンセラーへの引継ぎのた
め），一度，心理テストを取っておこうということになっていた。



























攻撃が再開される。それでも制止し続けると根負けしたのか A は自分の席に戻る。Th はかな
り体力を使い，全身打撲だらけとなる。A の住む世界の凄まじさをあらためて感じることに
なった。






を指差す。＜見つかったら怒られるな＞その瞬間，A と Th は顔を見合わせ，にやりとした後，






る。すると，A はスタスタと体育館を出ていってしまう。５年生の先生（女性）と Th が後を
追い，階段の最上階の踊り場で A をみつける。A は「自分はちゃんとしてたのに歌がやり直
しになり，担任が横に付いていた」ことが耐えられなかったと言う。追いかけてきた先生は涙
声になり｛あんたは何言うてんの。（担任の）先生があんたのためにどれだけ頭下げてまわっ
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たと思うてんの。わかってあげて｝と話す。「ちゃんとやってたのに」｛わかってるって。今日
もあんたすごい頑張った。ようできてたよ…｝Th も＜ A が頑張ってるの，知ってるよ。ちゃ
んと見てるから＞と伝える。「（自分を）ほっといたらいいやん」｛先生も子どもがおって，何
度放っとこうと思ったか。それでも，やっぱり放っとかれへん。親ってそういうもんや。みん
























たが，A とつながりをもてたと感じた。小学校卒業という節目を迎えた A を頼もしく感じる
一方，A との関係が途切れてしまうという残念な思いとが Th たちの中で共存している。




を探しているようだ。Th にはそんな A の姿が寂しく見える。卒業式が終わり，玄関で卒業生












　教室では，５人の Th に対する A の表情が異なり，A が各曜日の担当者とそれぞれ関係を
作ってきたことが伺われる。月曜担当者への帰れコールと，火曜担当者への幼い笑顔が印象的














　A は P のことを「舎弟」と表現したように，クライエント−セラピスト関係のような横の
関係ではなく，主−従のような縦の関係性が重要であったようだ。P はあえて A の下につく
ことにより，A の“人よりも優位に立ちたい”という欲求を満たし，その背景にある A の他





う場面で，Th が A に対しどのような枠を提供し，またそれをどこまで維持できるかがはっき
りしておかないと，A の激しい衝動性は Th と A の双方を傷つけるだけで終わってしまった
のではないだろうか。P は A の激しい暴力にさらされながらも，一線を越えてはいけない場
面ではしっかりと踏みとどまって見せ，A の衝動が垂れ流しになってしまわないように作用し
ていたのではないだろうか。卒業間際には，A が P という“おとな”の存在を介して，クラ




おらず，もてあましていた所に Q の登場である。衝動をうまくコントロールできない A は，
軽く退行し，「乳もませてー」と直接的に表現するしかなかったようだ。このように直接的に
欲求を表現したり，他の男性 Th と性的な話題を共有しているうちに，A の Q に対する性衝
動も収まりを見せるようになり，性的な話題を口にすることが少なくなってきたようである。
その後，A は Q に対する距離を測りかねていたように感じられた。
　R は，A と対等に付き合えるような関係をとることが多かったようである。A と共通の趣味
（漫画・プロレス）があり，二人きりで過ごすときにはよく話題になっていた。また，A とプ
ロレスごっこをすることにより，不完全ながら A の暴力衝動を消化させるのに一役買ってい
たようである。A との親密さという点においては R が一番であり，卒業が近くなるほどに，A
は R を頻繁に求めるようになった。R は A の趣味に対する造詣が深く，A の自我理想に最も
近い Th であったようだ。また A をおんぶすることも多く，A の父親イメージが投影されて
いたのではないだろうか。A の健康な部分で付き合うことができた Th が R であった。
　S は R と表面上は同じような働きをしていたが，A のターニングポイントとなるような場面
に居合わせることが多く，必然的に A の内面と深く向き合う機会が他の Th に比べ多かった。
現実と非現実が錯綜する学校という場面では，共に心の内奥にまで降りていった者同士が，い
きなり現実場面に引き戻されることも多々あり，その場合どうしても拭いきれない違和感が残
る。その結果，クラスメートに混じる S を見ると，A の暴力衝動をかなり刺激することにな
り，最後まで殴られ続けたようである。一方で二人きりになると，A の様子は別人のように落
ち着き，分割された A の心が最も観察されやすい Th であった。
　T は，Q と同じく女性のセラピストであるが，最初から最後までお互いの距離のとり方に苦




T も A とほとんど関わることができない状況に苦慮していたようだ。R がそれとなく聞き出
した A の好きなタイプの異性と，T の雰囲気はどことなく似ており，A の内なる女性像を最
も刺激したようである。無意識的な交流は頻繁に行われていたと考えられる。
 チームサポートというこれまでになかったかたちでの支援は，複数の担当者がひとつの事
例にかかわることができるために比較的短期間に効果をあげることができるが，担当者間の関
係，オリエンテーションについての配慮，子どもの問題に関するアセスメントなどを考慮しな
ければならない。また，今回は担任をはじめ，学校側の受け入れ態勢が十分であったが常に望
める条件ではないことも考慮すべきである。
 ２　支援体制の完備
　小学校卒業は人生のひとこまであり，ひとつの区切りであるが，「生きる」ことの終わりで
はない。セラピストたちは長いスパンでＡ君の問題を捉えているので，中学校へ進学してから
の思春期の課題が気がかりである。父母，教師をはじめとする人々から疎まれて生きていくの
ではないかと推測されるだけに，新たな支援体制が望まれる。筆者はなんとか中学校との連携
をとろうと試み，スクールカウンセラーに引継ぎをし，可能であれば５名のうちの一人でも関
われないかと依頼したが，学校には諸事情があったようで，「聞き置く」とのことで縁が切れ
た。つぎ込むエネルギーが足りなかったことを反省しながらも現実にはなかなか困難で個人で
は越えられない壁の前で立ちすくむ思いであった。やむをえないとはいうものの，子どもへの
支援という観点からは疑問が残る。システムとしてスムーズに機関連携がとれるようにするこ
とこそ，今後にのこされた緊急課題である。
〔参考文献〕
氏原寛　日本家族心理学会編「学校臨床における家族への支援」家族への支援　200
東山弘子　専門性と機動性を発揮するスクールカウンセリングの可能性「佛教大学臨床心理学研究紀要」
　200
東山弘子　日本におけるスクールカウンセリングの現状と課題「佛教大学 ?? 紀要」　200
東山弘子他　学校臨床心理士の「コ・ワーク」システムによる支援「佛教大学教育学部学会紀要」第４
号　200
〔付記〕
文中Ｐは大野通久（修士課程），Ｑは岸本久美子（同），Ｒは宮前諒平（同），Ｓは松崎亮介
（研修員），Ｔは高津美和子（修士課程）である。なお事例の内容は，プライバシー保護の
ため，改変されている。
　
（ひがしやま　ひろこ　臨床心理学科）
（まつざき　りょうすけ　佛教大学臨床心理学研究センター研修員）
2005年0月9日受理
